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今
な
ぜ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見

直
し
な
の
か
。
そ
れ
は
言
う
ま
で
も

な
く
福
島
原
発
事
故
を
体
験
し
、
２

０
１
０
年
に
策
定
さ
れ
た
『
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
（
原
発
立
国
政
策
）』

が
破
綻
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

こ
の
計
画
で
は
、「
２
０
２
０
年

ま
で
に
新
た
な
原
発
を
９
基
増
設
し
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
14
基
増
設
す
る
。

ま
た
核
燃
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
、
こ

れ
ら
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
25

％
削
減
す
る
」、
発
電
電
力
の
半
分

を
原
発
に
と
い
う
ま
さ
に
原
発
立
国

計
画
で
し
た
。

こ
れ
を
根
本
的
に
見
直
そ
う
と
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、
２
０

３
０
年
で
、原
発
「
ゼ
ロ
シ
ナ
リ
オ
」

「
15
％
シ
ナ
リ
オ
」「
20
〜
25
％
シ
ナ

リ
オ
」
の
3
つ
を
選
択
肢
に
、
そ
れ

ぞ
れ
に
意
見
を
述
べ
る
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
使
用
済
み
核
燃
料
の
処
理

に
関
し
て
も
、
ゼ
ロ
シ
ナ
リ
オ
で
は

再
利
用
で
は
な
く
日
本
以
外
の
す
べ

て
の
国
が
行
っ
て
い
る「
直
接
処
分
」

に
、
15
％
シ
ナ
リ
オ
・
20
〜
25
％
シ

ナ
リ
オ
で
は
六
カ
所
村
や
福
井
の
高

速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
な
ど
の
再

処
理
（
核
燃
サ
イ
ク
ル
）
を
視
野
に

い
れ
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
は
、

ゼ
ロ
シ
ナ
リ
オ
で
35
％
、
15
％
シ
ナ

リ
オ
で
30
％
、
20
〜
25
％
シ
ナ
リ
オ

で
は
25
〜
30
％
に
、「
省
エ
ネ
」
は

誰
も
が
取
り
組
む
課
題
だ
と
い
う
こ

と
で
「
10
％
」
で
固
定
さ
れ
、
火
力

発
電
比
率
は
単
純
な
差
し
引
き
で
設

定
さ
れ
、
ゼ
ロ
シ
ナ
リ
オ
か
ら
順
に

65
％
・
55
％
・
50
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
師
の
伴
氏
は
、
こ
の
あ
た
り
の
議

２
０
１
２
年
７
月
11
日
、
大
阪
消
団
連
主
催
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

学
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
学
習
会
は
、
国
家
戦
略
会
議
が
国

民
全
体
か
ら
広
く
募
集
し
た「
２
０
３
０
年
段
階
で
の
原
発
依
存
度
」

に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
予
備
学

習
的
な
も
の
で
、
講
師
は
国
の
原
子
力
委
員
会
の
原
子
力
政
策
大
綱

検
討
委
員
は
じ
め
国
の
政
策
立
案
会
議
に
委
員
と
し
て
参
加
さ
れ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
原
子
力
資
料
情
報
室
の
伴
英
幸
氏
で
し
た
。

大
阪
消
団
連
主
催
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
会

破
綻
し
た
原
発
立
国
政
策
、

　
　
　

み
ん
な
で
考
え
る
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

破
綻
し
た
原
発
立
国
政
策
、

　
　
　

み
ん
な
で
考
え
る
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

図は、現行原発フル稼働の 3倍もある風力発電の賦存量
国家戦略会議：エネルギー環境会議

「コスト等検証委員会報告書」より作成

現在日本に設置されている風力発電で
発電量は 28億 Kwhです（2007年度実績）。

現時点の導入計画で、
2030年で176億 Kwh発電するとしています。

陸上の保安林外・国有林外・自然公園外で
発電量は2700億 Kwhだと試算されています。

自然公園内に2100億 Kwh、
国有林内には250億 Kwhの
利用可能量があり、全部で5254億 Kwh、
原発フル稼働分の 2倍分もあります。

論
は
不
本
意
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

電
力
会
社
社
員
の
発
言
が
、
各
地

の
意
見
聴
取
会
で
問
題
に
な
り
、
80

％
を
超
え
る
圧
倒
的
国
民
が
「
ゼ
ロ

シ
ナ
リ
オ
」
を
選
択
し
た
と
い
い
ま

す
。
原
発
ゼ
ロ
へ
、
官
邸
や
国
会
、

大
飯
原
発
、
関
西
電
力
へ
か
つ
て
な

い
規
模
の
デ
モ
が
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
を
揺
さ
ぶ
っ
て
い
ま
す
。

（
藤
永
の
ぶ
よ
）

（ 

大
阪
で
の
意
見
聴
取
会
の
模
様
は

次
頁
）


